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大
学
院
経
済
学
研
究
科
の

政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
本
経
済
と
エ
コ
ノ
ミ
ッ

ク
リ
サ
ー
チ
」
が
10
月
30

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
、
約
70
人
が
聴
講
し

た
。

　
昼
夜
開
講
が
始
ま
っ
た
２

０
０
０
年
か
ら
数
え
て
今
年

で
15
回
目
。
来
年
度
か
ら
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
リ
サ
ー
チ
コ
ー

ス
が
開
設
さ
れ
る
の
を
記
念

し
、
経
済
分
析
の
果
た
す
役

割
や
今
後
の
経
済
動
向
に
つ

い
て
、
第
一
人
者
に
よ
る
議

論
が
展
開
さ
れ
た
。

　
徳
田
賢
二
同
研
究
科
長
の

開
会
あ
い
さ
つ
、
宮
本
光
晴

経
済
学
部
教
授
の
趣
旨
説
明

に
続
き
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
モ
ル

ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
証
券
参

与
で
同
社
景
気
循
環
研
究
所

長
の
嶋
中
雄
二
氏
が
「
日
本

の
景
気
循
環
と
金
融
政
策
を

見
つ
め
て
〜
１
９
８
０
年
代

か
ら
の
調
査
・
分
析
の
軌
跡

〜
」と
題
し
基
調
講
演
し
た
。

　
嶋
中
氏
は
91
年
、
バ
ブ
ル

景
気
の
終
息
を
い
ち
早
く
唱

え
た
。「
古
い
学
説
の
掘
り

起
こ
し
と
新
し
い
指
標
の
開

発
を
心
が
け
、
新
事
実
の
発

見
に
努
め
て
き
た
。
経
済
予

測
に
は
経
験
則
に
裏
付
け
ら

れ
た
パ
タ
ー
ン
の
認
識
が
重

要
」
と
説
い
た
。

　
続
い
て
登
壇
し
た
ニ
ッ
セ

イ
基
礎
研
究
所
上
席
研
究
員

の
伊
藤
さ
ゆ
り
氏
は
、
欧
州

経
済
の
専
門
家
。
ユ
ー
ロ
圏

の
経
済
見
通
し
に
つ
い
て

「
難
民
問
題
や
中
国
・
新
興

国
経
済
の
減
速
な
ど
の
影
響

は
当
面
大
き
く
な
い
」
と
分

析
し
た
。

　
両
氏
と
櫻
井
宏
二
郎
（
日

本
経
済
論
）
・
田
中
隆
之
（
財

政
金
融
政
策
）
の
両
経
済
学

部
教
授
が
参
加
し
た
パ
ネ
ル

討
論
で
は
、
銀
行
の
調
査
部

と
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
勤
務
し

た
４
氏
が
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と

し
て
の
歩
み
を
語
っ
た
。

　
会
場
か
ら
は
「
人
口
減
少

と
非
正
規
雇
用
が
増
え
る
な

か
、
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上

の
経
済
調
査
で
は
実
態
を
つ

か
め
な
い
の
で
は
」
と
疑
問

が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
を
め
ぐ
り
、
好
意

的
な
嶋
中
氏
と
懸
念
を
抱
く

田
中
教
授
が
異
な
る
見
解
を

述
べ
る
な
か
、
宮
本
教
授
が

「
分
析
の
た
め
の
人
材
育
成

が
大
事
。
新
コ
ー
ス
を
育
成

の
場
に
」
と
ま
と
め
、
拍
手

を
誘
っ
た
。

経
済
の
プ
ロ
が 

時
代
読
み
解
く 

 

大
学
院
公
開
講
座

　
２
０
１
５
年
度
の
大
学
院

公
開
講
座
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
「
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
リ
サ
ー
チ
で
経

済
を
斬
る
！
」（
11
月
６
日

〜
27
日
の
毎
週
金
曜
日
全
４

回
）
が
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た（
１
面
に
写

真
）。「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
リ
サ

ー
チ
コ
ー
ス
」（
16
年
度
新

設
）
の
開
設
を
控
え
た
経
済

学
研
究
科
の
教
員
と
外
部
有

識
者
が
講
義
を
担
当
。
毎
回

多
く
の
聴
講
者
が
来
場
し
、

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ

た
。
徳
田
賢
二
研
究
科
長
が

「
経
済
の
プ
ロ
が
、
現
状
を

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
、
興

味
を
持
っ
て
聞
い
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
第
１
回
の
講
師
は
日
本
総

合
研
究
所
副
理
事
長
の
湯
元

健
治
氏
。「
日
本
経
済
の
展

望:

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
読
み

方
」
と
題
し
、
約
３
年
に
わ

た
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果

を
検
証
、
今
後
の
課
題
や
展

望
を
論
じ
た
。
湯
元
氏
は
安

倍
政
権
の
取
り
組
み
と
し

て
、
40
本
以
上
の
法
律
を
通

し
、
人
工
知
能
開
発
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
分

野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引

き
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
点

を
評
価
し
、「
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
よ
う
に
そ
れ
ま
で
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
一
変
さ

せ
る
技
術
革
新
が
日
本
企
業

か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は

成
長
戦
略
の
効
果
が
出
て
い

な
い
と
す
る
が
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
成
果
を
は
か
る
に
は

時
間
が
か
か
る
」と
述
べ
た
。

　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
（
12
月
４
〜

18
日
、
毎
週
金
曜
日
全
３

回
）
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
下

の
中
小
企
業
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
う
。

▶
　
パ
ネ
ル
討
論
で
意
見
を
交
わ
す
講
演
者
た
ち

▶
　
ア
メ
リ
カ
ユ
ダ
ヤ
系
作
家
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た

坂
野
教
授

　
人
文
科
学
研
究
所
の
公
開

講
演
会
「
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ

解
放
70
年
｜
文
学
と
映
画
に

見
る
記
憶
の
継
承
」
が
11
月

21
日
、
１
１
０
人
が
参
加
し

て
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か

れ
た
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
（
ユ

ダ
ヤ
人
大
量
虐
殺
）
が
文
学

や
映
画
で
ど
の
よ
う
に
描
か

れ
て
き
た
か
、
４
人
の
研
究

者
が
講
演
し
た
。

　
青
山
学
院
大
学
教
授
の
佐

川
和
茂
氏
は
「
如い

何か

に
し
て

そ
れ
は
起
こ
っ
た
か
」
と
題

し
、
歴
史
的
な
経
緯
や
時
代

背
景
か
ら
説
明
。
エ
リ
・
ヴ

ィ
ー
ゼ
ル
『
夜
』
か
ら
三
浦

綾
子
『
泥
流
地
帯
』
や
井
上

ひ
さ
し
『
父
と
暮
せ
ば
』
に

触
れ
「
苦
難
の
克
服
、
死
者

と
の
対
話
・
共
生
を
テ
ー
マ

に
し
て
お
り
、
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
文
学
と
響
き
合
う
の
で
は

な
い
か
」
と
指
摘
し
た
。

　
日
本
女
子
大
学
教
授
の
大

場
昌
子
氏
は
、
１
９
７
６
年

に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞

し
た
ユ
ダ
ヤ
系
米
国
人
の
作

家
ソ
ー
ル
・
ベ
ロ
ー
の
作
品

を
解
説
。
尚
美
学
園
大
学
教

授
の
伊
達
雅
彦
氏
は
、『
ソ

フ
ィ
ー
の
選
択
』
な
ど
80
年

代
以
降
の
比
較
的
新
し
い
ハ

リ
ウ
ッ
ド
映
画
７
作
品
を
紹

介
し
た
。

　
本
学
の
坂
野
明
子
文
学
部

教
授
は
ユ
ダ
ヤ
系
米
国
文
学

の
流
れ
を
語
り
、
戦
後
生
ま

れ
の
作
家
の
作
品
に
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
が
ど
う
投
影
さ
れ
て

い
る
か
を
解
説
。「
旧
約
聖

書
や
ユ
ダ
ヤ
の
伝
説
な
ど
文

化
的
、
宗
教
的
、
共
同
体
的

遺
産
を
活
用
し
て
新
た
な
文

学
を
模
索
し
て
い
る
」
と
結

ん
だ
。

　
人
文
科
学
研
究
所
の
公
開

講
演
会
「
蟹
ヶ
谷
古
墳
群
の

発
掘
調
査
」
が
、
11
月
3

日
、
川
崎
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
と
の
共
催
に
よ
り
同
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
開
か
れ
た
。

　
川
崎
市
高
津
区
の
蟹
ヶ
谷

古
墳
群
は
、
２
０
１
２
年
度

か
ら
５
カ
年
の
予
定
で
専
修

大
学
考
古
学
研
究
室
が
日
本

大
学
、
川
崎
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
と
共
同
で
調
査
を
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
６
世
紀

後
半
か
ら
８
世
紀
に
及
ぶ
前

方
後
円
墳
や
円
墳
な
ど
の
墳

墓
群
で
あ
る
。

　
近
辺
に
は
７
世
紀
末
に
創

建
さ
れ
た
南
関
東
で
も
屈
指

の
歴
史
を
誇
る
影よ

う

向ご
う

寺じ

が
所

在
し
て
お
り
、
本
古
墳
群
と

の
密
接
な
関
係
も
う
か
が
わ

れ
る
。

　
１
５
８
人
が
参
加
し
た
講

演
会
で
は
、
新
井
悟
川
崎
市

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
員

が
「
蟹
ヶ
谷
古
墳
群
の
発
掘

調
査
」、
浜
田
晋
介
日
本
大

学
文
理
学
部
教
授
が
「
蟹
ヶ

谷
古
墳
群
の
歴
史
的
環
境
」

の
講
演
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、

発
掘
の
現
状
と
周
辺
の
古
墳

な
ど
の
発
掘
を
ふ
ま
え
た
周

辺
の
古
墳
群
な
ど
と
の
関
係

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
高
久
健
二
文
学
部
教
授
の

司
会
に
よ
り
、
山
本
孝
文
日

本
大
学
文
理
学
部
教
授
も
加

わ
り
総
合
討
論
が
行
わ
れ

た
。

　
最
後
に
土
生
田
純
之
文
学

部
教
授
が
、
同
時
期
の
日
本

各
地
の
古
墳
と
の
関
係
な
ど

を
視
野
に
入
れ
た
蟹
ヶ
谷
古

墳
群
の
歴
史
的
な
意
義
に
つ

い
て
総
括
を
行
っ
た
。

 

（
人
文
科
学
研
究
所
）

▼　総合討論で発言する土生田教授（左から２人目）

政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

経済分析の役割と景気動向

第
一
人
者
が

議
論
を
展
開

人
文
科
学
研
究
所
公
開
講
演
会

 蟹ヶ谷古墳群

発掘調査現状と歴史的意義

 ホロコースト

文学や映画はどう描いたか

基
本
原
理
か
ら
読
み
解
く

租
税
法
入
門

 

増
田
英
敏
編
著

　
本
書
は
、
中
堅
・
若
手
の

租
税
法
学
者
が
執
筆
し
た
租

税
法
の
入
門
書
で
あ
る
。

　
難
解
な
イ
メ
ー
ジ
の
租
税

法
を
分
か
り
や
す
く
学
べ
る

よ
う
に
編
集
し
た
『
は
じ
め

て
の
租
税
法
』（
増
田
英
敏

／
林
仲
宣
編
著
、
２
０
１
１

年
、
成
文
堂
）
の
後
継
の
本

と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

　
前
作
の
分
か
り
や
す
さ
を

継
承
し
つ
つ
、
基
本
原
則
で

あ
る
租
税
公
平
主
義
と
租
税

法
律
主
義
の
視
点
か
ら
俯ふ

瞰か
ん

的
、
体
系
的
に
理
解
で
き
る

よ
う
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

を
図
っ
た
。

　
「
第
１
章 

租
税
法
の
基

礎
理
論
」
か
ら
「
第
10
章 

租

税
手
続
法
の
論
点
」
ま
で
の

10
章
構
成
。
各
章
の
冒
頭
に

は
教
授
と
学
生
に
よ
る
会
話

形
式
で
そ
の
章
で
学
ぶ
内
容

を
明
示
し
た
ほ
か
、
随
所
に

コ
ラ
ム
や
図
表
を
配
置
す
る

な
ど
、
読
者
が
興
味
を
持
っ

て
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
。

　
法
律
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

本
格
的
に
受
け
て
い
な
い
読

者
も
、
租
税
体
系
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
一
冊
だ
。（
成

文
堂
・
２
４
０
０
円
＋
税
）

　
編
著
者
（
ま
す
だ
・
ひ
で

と
し
）

法
学
部
教
授
。
主

な
担
当
は
、
租
税
法
。

税
理
士
の
た
め
の
租
税
法
講
座

紛
争
予
防
税
法
学

 

増
田
英
敏
著

　
税
理
士
・
公
認
会
計
士
向

け
の
月
刊
誌
『
Ｔ
Ｋ
Ｃ
』
で

５
年
間
に
わ
た
り
、
隔
月
連

載
さ
れ
た
同
名
シ
リ
ー
ズ
を

単
行
本
化
。「
租
税
正
義
」

を
根
底
に
据
え
、
紛
争
予
防

の
た
め
の
３
要
素
（
理
念
・

理
論
・
技
術
）
を
実
務
に
展

開
し
、
体
系
的
に
解
説
し
て

い
る
。

　
著
者
は
「
納
税
額
を
極
大

化
し
た
い
国
家
と
、
最
小
化

し
た
い
納
税
者
の
間
に
紛
争

が
生
じ
る
の
は
不
可
避
で
あ

る
。
し
か
し
、
租
税
法
の
適

正
な
解
釈
・
適
用
で
紛
争
は

予
防
で
き
る
」（
は
し
が
き

よ
り
抜
粋
）
と
、
税
理
士
が

租
税
法
や
法
解
釈
を
学
ぶ
意

義
を
説
明
。

　
判
例
な
ど
具
体
的
な
ケ
ー

ス
を
挙
げ
な
が
ら
、
税
務
調

査
、
個
人
所
得
課
税
、
法
人

所
得
課
税
、
相
続
税
と
い
っ

た
事
例
に
お
け
る
紛
争
予
防

の
た
め
の
基
礎
理
論
を
詳
述

し
て
い
る
。

　
第
一
線
で
活
躍
す
る
税
理

士
や
税
理
士
事
務
所
の
職
員

必
読
の
一
冊
で
、
実
務
に
生

か
す
こ
と
の
で
き
る
理
論
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。（
Ｔ
Ｋ
Ｃ

出
版
・
３
２
０
０
円
＋
税
）


